
＜事業名＞  但東の自然とあそぼう                                               

 

事

業

内

容 

但東町内において、二か月に一回の親子向け自然観察会や自然体験活動を実施 

 

4 月観察会 「春の草花かんさつとよもぎ餅づくり」参加者 21 名 

6 月観察会 「誰も通らないサイクリングロードにはいったい何が潜んでいるのか」30 名 

8 月観察会 「出石川の生き物しらべ～竹取ごはん物語～」29 名 

10 月観察会 「森の音楽会」33 名 

12 月観察会 「サンタクロースの冬遠足」27 名  

2 月観察会 「ほねの観察会」→まん延防止等重点措置の適用の為、中止 

地

域 

観察会を行う場所は但東町全域を対象とした。参加者は豊岡市全域、福知山市などの近隣

地域からの参加者も受け入れた。 

事

業

の

効

果 

① 団体（組織）内の効果 

スタッフにおいては観察会や自然体験活動等の経験のないスタッフもいたが、他の団体の

観察会に参加したり、自ら観察会場の下見をするなどの変化があった。また、他の団体に

はない、いつなっとらしさを大切にしようと、多様なプログラムの企画を提案するなどス

タート時より積極性が高まった。 

② 地域への効果 

スタート当初は但東地域外からの参加者が多かったが、次第に町内の参加者が増え、それ

に伴い時間に余裕のある 60 代、70代の近所の方が手伝いに来てくれたり、声掛けしてくれ

るようになった。また、豊岡市立図書館但東分館との連携も深くなり、来年度は図書館の

一角にいつなっとコーナーを設置し自然関係の書籍を展示したいとの申し出もあった。高

学年の子どもたちがサポートスタッフとして運営に参加することによって、観察会も活性

化し、より地域に根付いてきたと感じる。 

事

業

経

過 

3 年 4 月 14 日 

3 年 4 月 18 日 

3 年 6 月 18 日 

3 年 6 月 24 日 

3 年 6 月 27 日 

3 年 7 月 23 日 

3 年 7 月 30 日 

3 年 8 月 6日 

3 年 8 月 8日 

3 年 9 月 23 日 

3 年 9 月 16 日 

3 年 10 月 24 日 

3 年 10 月 31 日 

3 年 11 月 8 日 

3 年 12 月 11 日 

3 年 12 月 12 日 

会議、打ち合わせ、スタッフ植物勉強会 

第 1回いつなっと自然観察会 

スタッフ会議、現地にて打ち合わせ 

スタッフ植物勉強会 

第 2回いつなっと自然観察会 

スタッフ会議 現地にて竹の切り出しと下見 

スタッフ救急救命講習、打ち合わせ 

スタッフによる竹の切り出し作業 

第 3回いつなっと自然観察会 

スタッフ会議 

スタッフ植物勉強会 

現地下見、打ち合わせ 

第 4回いつなっと自然観察会 

現地下見 

打ち合わせ、搬入 

第 5回いつなっと自然観察会 

団 体 名 但東 野あそびくらぶ いつなっと 

所 在 地 豊岡但東町 

代表者名 西垣 由佳子 



 

 

 

 

    令和 3年 6月 27 日               令和 3年 8月 8日              

 

 

 

 
    令和 3年 10 月 30 日              令和 3年 12 月 12 日           

協

働

の

相

手

方 

日本自然保護協会 兵庫連絡会 

ティンカーベルなみ 2自然学校 

但馬自然史研究所 

コウノトリ市民研究所 

 

今

後

の

課

題

等 

〈事業を実施する上での課題〉 

① 団体（組織）の課題 

設立初年度のボランティア団体のため、自己資金や備品が乏しく、熱中症対策で購入したテン

トなどが赤字となってしまった。スタッフもそれぞれ仕事を抱えているので、各々の時間的な

負担を軽減するためにも、今後はスタッフの数を増やしていくことが望まれる。自然観察会の

スキルアップについては経験を積んでいくことが何よりの近道であると考えるので、引き続き

研修会等を積極的に行っていくことが大切である。 

② 地域の課題 

シカの食害による山の荒廃や特定外来生物の問題、地域住民が身近に立ち寄れるビオトープと

なる場所が少ないことがあげられる。また地域の高齢者は自然に関する知識や文化を持ってお

られ、そういったことを自然と人から人へ伝えられるのが村の行事や集まりであった。しかし

この二年間のコロナ禍により、祭りやお講などの行事も軒並み中止となったり、省略化される

などして様変わりしている。さらに今まで大変な労力がかかっても決まり事だからと、何とか

続けてこられた伝統行事がコロナ禍を言い訳にできるため「ラクになった、しなくて済んだ」

となりがちである。このままでは但東の文化は急速に消えてしまい、伝えられる人間もいずれ

いなくなってしまうであろうと思われる。 

〈令和４年度以降の事業計画〉 

二か月に一度の自然観察会を継続しながら地域の文化の調査や聞き取りを行っていく。調査の

結果を活かし、子どもや親への自然体験活動の内容に反映させていく。またオオキンケイギク

などの外来種問題については地域住民への普及啓発も行う。但東町内の動植物に関する調査は

進んでおらず、豊岡市内の中でもデータの空白地帯となっているため、今後は調査をしながら

将来に向けた「小さな自然再生」の取り組みを目指していきたい。 


